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曜　　　　日 月 火 水 木 金 土 日
実 際 の 勉 強 時 間 2 1.5 2.5 2 0 6 6
前日の勉強時間との差 0 －0.5 ＋1 －0.5 －2 ＋6 0




















































ば、3n + 1 という式に分解や合成を駆使して新たな式
を作り、それがマッチ棒の本数を求めるための妥当な
考え方を表現している式であるか考える活動が考えら
れる。具体的には、3n + 1 を 3n + 4-3 にして（ 1 と
















































































a は料金で b は人数を表現しているという文字が表現
しているものの違いの理解にも繋がる。その後、「入
園料の売り上げは80000円であった」と提示をして、






る。答えは（100a + 30000）円や｛100（a + 300）｝円
などになる。さらに、「80000と100a + 30000の大小関
係はどうなっているか」と発問をすれば、100a +

























































の班の数を x として考え、6x + 2 ＝ 32 という等式を




















① a = b ならば，a + c = b + c
② a = b ならば，a - c = b - c
③ a = b ならば，ac = bc
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（のじり　かずひろ）
ば、最初から暗算でも簡単にできる。このように、ｘ
の分母の払い方を工夫することによって、「Ｂ：分数
係数の一元一次方程式の変形」のナンバーセンスを養
うことができる。
４．終わりに
本研究の目的は、教師が「数と式」領域のナンバー
センスを意識して指導できるように、中学校第１学年
の「数と式」領域におけるナンバーセンスを抽出して、
指導場面を例示することであった。「正の数と負の数」
では、数概念の拡張、分数の四則計算の習熟と計算法
則の理解、仮平均の考え方の学習で、ナンバーセンス
を意識して指導する必要がある。「文字を用いた式」
では、柔軟な式変形を必要とする学習、新しいものを
導入する際の思考の経験、文字と数の大小関係を考え
る学習で、ナンバーセンスを意識して指導する必要が
ある。「一元一次方程式」では、文字が変数や未知数
を表していることの理解、数を見積もって代入する活
動、０の概念を豊かにすること、等式の性質を基にし
て同値な方程式を段階的に導いていること、答えの予
想と検算、分数係数の一元一次方程式の変形について、
ナンバーセンスを意識して指導する必要がある。
本研究で「数と式」領域のナンバーセンスを抽出し
て、指導場面を例示したことによる教育学的な示唆は、
ナンバーセンスを意識することにより、予想などの活
動が加わり、授業を豊かにすることができるというこ
とである。基本的には新学習指導要領にそった授業を
行い、生徒に身につけさせたい知識や技術を教える中
で、ナンバーセンスを意識して教えることが大事であ
る。今後の課題は、「数と式」領域以外の領域でナン
バーセンスを抽出して、ナンバーセンスが「数と式」
領域以外にも重要であることを示すことである。
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問題
Ｃさんは、生クリームと市販のチョコを３：５の
重さの比で混ぜて特製のチョコを作ることにしま
した。市販のチョコを750ｇ用意したとき、生クリ
ームは何ｇ必要になるでしょうか。
図７ チョコ作りの比例式の問題
